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図１ 顔料の成分による硬化時間の変化 

図２ 藍の華 

図３ 木地呂漆と藍の華の混合 
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江戸期から明治期にかけて、「青光塗

（せいこうぬり）」という深い緑色の漆器

が製造されていました。しかし、材料の入

手が困難なことに加え、技法を受け継ぐ職

人がおらず現在は途絶えてしまいました。

そこで本研究では、現在入手可能な材料を

使用して、青光塗のための色漆を開発する

とともに、現代の青光塗としての新たな商

品提案を目指します。 

 

 

青光塗について調査をし、どのような材 

料が使用されていたのか確認したところ、 

 

 

 

 

 

 

 

黄色顔料と藍が使用されていることが分か

り、それぞれを漆に混合する方法を検証し

ました。 

 

 

◎黄色顔料について 黄色顔料に使用され

ている成分により硬化時間が変化すること

が分かり、ジスアゾイエローが硬化時間を

長くすることが確認できました（図１）。 

◎藍について 青光塗の漆への使用方法

は、「藍の華」という藍液に浮かぶ泡であ

ることが分かりました（図２）。藍の華を

乾燥させて漆に混合させたところ、着色し

青味がかり、硬化することが確認できまし

た（図３）。 
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